「春山之霞壮夫と秋山之下氷壮夫」の物語の意義 by 烏谷 知子 & 昭和女子大学日本語日本文学科
「
春
山
之
霞
壮
夫
と
秋
山
之
下
氷
壮
夫
」
の
物
語
の
意
義
烏
谷
知
子
は
じ
め
に
春
山
之
霞
壮
夫
と
秋
山
之
下
氷
壮
夫
の
説
話
が
載
せ
ら
れ
る
応
神
記
は
、
次
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
1
后
妃
皇
子
女
の
記
載
▽
2
大
山
守
命
大
雀
命
宇
遅
能
和
紀
郎
子
の
分
治
、
宇
遅
能
和
紀
郎
子
の
天
の
下
統
治
の
決
定
3
天
皇
と
宮
主
矢
河
枝
比
売
と
の
婚
姻
、
宇
遅
能
和
紀
郎
子
の
誕
生
▽
4
大
雀
命
と
髪
長
比
売
と
の
婚
姻
▽
5
吉
野
の
国
主
の
歌
謡
に
お
け
る
大
雀
命
の
讃
美
6
百
済
の
朝
貢
、
文
化
の
渡
来
▽
7
天
皇
の
崩
御
、
大
山
守
命
と
宇
遅
能
和
紀
郎
子
の
兄
弟
闘
争
8
天
之
日
矛
と
八
種
の
神
宝
の
渡
来
、
応
神
天
皇
の
母
息
長
帯
比
売
命
の
母
方
の
系
譜
◎
9
春
山
之
霞
壮
夫
と
秋
山
之
下
氷
壮
夫
の
物
語
10
天
皇
の
子
孫
の
系
譜
天
皇
の
宝
算
崩
御
年
月
山
陵
の
記
載
（
▽
は
仁
徳
天
皇
が
介
在
す
る
説
話
、
◎
は
当
該
説
話
）
応
神
記
の
特
徴
は
▽
で
示
し
た
よ
う
に
大
雀
命
の
行
動
を
讃
美
す
る
四
つ
の
説
話
を
含
む
、
仁
徳
即
位
前
記
の
様
相
を
呈
し
て
い
る ①
点
で
あ
る
。
1に
お
い
て
「
大
雀
命
は
、
天
の
下
を
治
め
き
。
」
と
記
さ
れ
る
が
、
2で
父
帝
が
「
天
津
日
継
を
知
ら
」
す
者
と
定
め
た
の
は
、
異
母
弟
の
宇
遅
能
和
紀
郎
子
で
あ
っ
た
。
大
雀
命
は
、
「
弟
の
子
は
、
未
だ
人
と
成
ら
ね
ば
、
是
愛
し
」
と
い
う
父
帝
の
深
意
を
察
し
て
弟
を
皇
位
継
承
者
に
推
す
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
を
不
服
と
も
せ
ず
に
「
天
皇
の
命
に
違
ふ
こ
と
勿
し
。
」
と
記
さ
れ
る
。
7に
お
い
て
応
神
天
皇
亡
き
後
、
兄
の
大
山
守
は
弟
和
紀
郎
子
の
即
位
を
不
服
と
し
て
挙
兵
す
る
。
兄
の
謀
反
を
和
紀
郎
子
に
告
げ
た
の
は
大
雀
命
で
あ
り
、
大
山
守
を
討
つ
と
和
紀
郎
子
は
大
雀
命
と
天
下
を
譲
り
合
う
。
そ
の
後
宇
遅
能
和
紀
郎
子
が
崩
御
し
た
為
に
、
大
雀
命
が
天
の
下
を
治
め
る
こ
と
に
な
る
。
8は
こ
の
記
述
の
後
に
、
「
又
、
昔
、
新
羅
の
国
王
の
子
有
り
。
名
は
、
天
之
日
矛
と
謂
ふ
。
是
の
人
、
参
ゐ
渡
り
来
た
り
。
」
と
、
時
系
列
を
無
視
し
た
「
昔
」
と
い
う
形
で
記
さ
れ
る
。
天
之
日
矛
は
応
神
天
皇
の
母
息
長
帯
比
売
の
母
方
の
祖
先
で
あ
る
。
書
紀
で
は
垂
仁
三
年
三
月
条
に
七
物
の
神
宝
と
共
に
そ
の
来
朝
が
記
さ
れ
る
が
、
垂
仁
記
に
は
そ
の
四
世
の
孫
多
遅
摩
毛
理
の
こ
と
が
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
、
応
神
記
に
そ
の
来
朝
と
出
自
を
説
き
、
系
譜
を
記
す
必
要
が
あ
っ
た ②
と
思
わ
れ
る
。
神
野
志
隆
光
氏
は
、
「
仲
哀
記
」
神
功
皇
后
の
新
羅
征
討
、
「
応
神
記
」
百
済
の
朝
貢
文
化
の
渡
来
の
物
語
を
語
る
こ
と
―１―
学
苑
日
本
文
学
紀
要
第
八
六
七
号
一
～
一
二
（
二
〇
一
三
一
）
で
、
「
新
羅
百
済
を
『
王
化
』
の
う
ち
に
組
み
込
ん
だ
こ
と
を
語
っ
た
」
の
に
関
っ
て
、
「
特
に
新
羅
を
『
天
下
』
の
一
部
と
す
る
こ
と
の
当
為
を
あ
か
し
だ
て
る
も
の
と
し
て
『
昔
』
の
こ
と
を
意
味
づ
け
る
の
だ
」
と
述
べ
、
「
応
神
記
」
の
最
後
に
付
加
さ
れ
た
よ
う
な
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
が
遊
離
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い ③
と
す
る
。
9の
当
該
説
話
は
、
天
之
日
矛
伝
承
の
末
尾
に
日
矛
が
も
た
ら
し
た
八
種
の
神
宝
の
後
に
、
「
此
は
、
伊
豆
志
の
八
前
の
大
神
ぞ
」
と
あ
る
分
注
を
う
け
、「
故
、
の
神
の
女
、
名
は
伊
豆
志
袁
登
売
神
、
坐
し
き
。
」
と
い
う
形
で
続
け
ら
れ
る ④
。
伊
豆
志
袁
登
売
神
は
伊
豆
志
の
八
前
の
大
神
の
霊
能
を
そ
の
身
に
受
け
た
女 ⑤
で
あ
り
、
出
石
川
の
霊
威
を
負
う
女
性
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
天
之
日
矛
が
も
た
ら
し
た
神
宝
が
新
羅
遠
征
を
成
し
遂
げ
さ
せ
た
こ
と
、
日
矛
に
ま
つ
わ
る
出
石
川
の
伝
承
を
説
き
、
神
功
皇
后
と
応
神
天
皇
に
味
方
し
た
海
の
神
異
伝
承
を
占
め
く
く
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
寺
田
恵
子
氏
が
当
該
説
話
に
上
巻
末
尾
の
神
話
と
の
関
連
を
指
摘
し
、
「
片
や
海
神
の
宝
珠
を
得
、
片
や
新
羅
の
水
の
呪
能
を
代
表
す
る
女
性
を
得
る
と
い
う
構
造
の
中
に
、
両
者
は
類
同
性
を
有
し
て
い
る ⑥
」
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
点
は
首
肯
出
来
る
。
一
方
で
、
伊
豆
志
袁
登
売
と
春
山
之
霞
壮
夫
と
の
間
に
誕
生
し
た
神
の
子
は
天
皇
家
と
全
く
関
ら
ず
、
当
該
伝
承
は
神
婚
説
話
で
あ
り
な
が
ら
系
譜
を
説
く
も
の
で
は
な
い
。
御
祖
が
、
応
神
が
弟
の
方
が
愛
し
い
と
し
、
大
雀
が
父
と
の
約
束
を
違
え
な
か
っ
た
の
で
勝
利
者
と
な
る
、
と
い
う
二
つ
の
論
理
で
春
山
と
秋
山
の
兄
弟
に
相
対
し
て
い
る
点
は
、
応
神
記
の
内
容
に
合
う
だ
ろ
う
。
説
話
の
後
の
10に
は
、
応
神
天
皇
の
御
子
、
若
野
毛
二
俣
王
の
系
譜
が
示
さ
れ
、
こ
れ
は
後
の
継
体
天
皇
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
そ
の
後
に
応
神
天
皇
の
宝
算
、
崩
御
年
月
、
山
陵
の
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
当
該
説
話
は
、
応
神
記
の
内
容
を
う
け
て
仁
徳
天
皇
の
治
政
を
説
く
た
め
の
、
中
巻
か
ら
下
巻
へ
の
橋
渡
し
の
役
割
を
荷
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
当
該
説
話
の
意
義
に
つ
い
て
長
野
一
雄
氏
は
、
「
兄
弟
間
の
約
束
不
履
行
は
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
を
神
話
の
形
で
規
範
と
し
て
示
す ⑦
」
こ
と
だ
と
し
、
飯
村
高
宏
氏
は
、
「
末
子
の
相
続
が
神
話
的
に
保
証
さ
れ
た
時
代
の
終
焉
を
語
る
も
の
」
で
あ
り
、
「
下
巻
へ
の
近
代
性
（
今
）
へ
の
階
梯
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う ⑧
」
と
す
る
。
ま
た
藤
澤
友
祥
氏
は
、
「
神
話
の
機
能
を
利
用
す
る
こ
と
で
上
巻
の
神
話
の
保
証
を
受
け
つ
つ
、
時
間
軸
を
先
取
り
し
て
下
巻
の
兄
弟
間
継
承
を
保
証
す
る
こ
と
で
あ
る ⑨
。
」
と
す
る
。
確
か
に
中
巻
か
ら
下
巻
へ
の
直
系
相
続
か
ら
兄
弟
相
続
へ
の
皇
位
継
承
法
の
転
換
が
記
さ
れ
る
こ
と
は
、
問
題
に
な
る
点
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
説
話
の
春
山
と
秋
山
に
視
点
を
あ
て
、
春
と
秋
の
四
時
の
運
行
を
司
る
天
皇
の
治
政
と
の
関
り
か
ら
中
巻
の
末
尾
に
置
い
た ⑩
と
す
る
城
﨑
陽
子
氏
の
説
、
春
山
之
霞
壮
夫
を
春
の
徳
を
司
る
仁
徳
天
皇
に
な
ぞ
ら
え
た ⑪
と
す
る
大
脇
由
紀
子
氏
の
説
、
兄
弟
の
母
に
視
点
を
あ
て
、
約
束
の
履
行
は
絶
対
と
す
る
天
皇
の
御
世
の
規
範
を
説
く
御
祖
が
描
か
れ
る ⑫
と
す
る
前
川
晴
美
氏
の
説
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
注
目
さ
れ
る
点
は
あ
る
も
の
の
考
察
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。
当
該
説
話
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
故
、
の
神
の
女
、
名
は
伊
豆
志
袁
登
売
神
、
坐
し
き
。
故
、
八
十
神
、
是
の
伊
豆
志
袁
登
売
を
得
む
と
欲
へ
ど
も
、
皆
婚
ふ
こ
と
得
ず
。
是
に
、
二
は
し
ら
の
神
有
り
。
兄
の
号
は
、
秋
山
之
下
氷
壮
夫
、
弟
の
名
は
、
春
山
之
霞
壮
夫
ぞ
。
故
、
其
の
兄
、
其
の
弟
に
謂
ひ
し
く
、
「
吾
、
伊
豆
志
袁
登
売
を
乞
へ
ど
も
、
婚
ふ
こ
と
得
ず
。
汝
は
、
此
の
嬢
子
を
得
む
や
」
と
い
ひ
き
。
答
へ
て
曰
ひ
し
く
、
「
易
く
得
む
」
と
い
ひ
き
。
爾
く
し
て
、
其
の
兄
の
曰
は
く
、
「
若
し
汝
此
の
嬢
子
を
得
る
こ
と
有
ら
ば
、
上
下
の
衣
服
を
避
り
、
身
の
高
を
量
り
て
甕
の
酒
を
醸
ま
む
。
亦
、
山
河
の
物
を
悉
く
備
へ
設
け
て
、
う
れ
づ
く
を
為
む
」
と
、
云
ふ
こ
と
爾
り
。
爾
く
し
て
、
其
の
弟
、
兄
の
言
の
如
く
、
具
さ
に
其
の
母
に
白
す
に
、
即
ち
其
の
母
、
ふ
ぢ
を
取
り
て
、
一
宿
の
間
に
、
衣
褌
と
襪
沓
と
を
織
り
縫
ひ
き
。
亦
、
弓
矢
を
―２―
作
り
て
、
其
の
衣
褌
等
を
服
し
め
、
其
の
弓
矢
を
取
ら
し
め
て
、
其
の
嬢
子
の
家
に
遣
れ
ば
、
其
の
衣
服
と
弓
矢
と
、
悉
く
藤
の
花
と
成
り
き
。
是
に
、
其
の
春
山
之
霞
壮
夫
、
其
の
弓
矢
を
以
て
、
嬢
子
の
廁
に
け
き
。
爾
く
し
て
、
伊
豆
志
袁
登
売
、
其
の
花
を
異
し
と
思
ひ
て
、
将
ち
来
る
時
に
、
其
の
嬢
子
の
後
に
立
ち
て
、
其
の
屋
に
入
り
て
、
即
ち
婚
ひ
き
。
故
、
一
の
子
を
生
み
き
。
爾
く
し
て
、
其
の
兄
に
白
し
て
曰
ひ
し
く
、
「
吾
は
、
伊
豆
志
袁
登
売
を
得
た
り
」
と
い
ひ
き
。
是
に
、
其
の
兄
、
弟
の
婚
ひ
し
こ
と
を
慷
愾
み
て
、
其
の
う
れ
づ
く
の
物
を
償
は
ず
。
爾
く
し
て
、
其
の
母
に
愁
へ
白
し
し
時
に
、
御
祖
の
答
へ
て
曰
ひ
し
く
、
「
我
が
御
世
の
事
は
、
能
く
こ
そ
神
を
習
は
め
。
又
、
う
つ
し
き
青
人
草
を
習
へ
か
、
其
の
物
を
償
は
ぬ
」
と
い
ひ
き
。
其
の
兄
の
子
を
恨
み
て
、
乃
ち
其
の
伊
豆
志
河
の
河
島
の
一
筋
竹
を
取
り
て
、
八
目
の
荒
籠
を
作
り
、
其
の
河
の
石
を
取
り
、
塩
に
合
へ
て
、
其
の
竹
の
葉
に
裹
み
て
、
詛
は
し
む
ら
く
、
「
此
の
竹
の
葉
の
青
む
が
如
く
、
此
の
竹
の
葉
の
萎
ゆ
る
が
如
く
、
青
み
萎
え
よ
。
又
、
此
の
塩
の
盈
ち
乾
る
が
如
く
、
盈
ち
乾
よ
。
又
、
此
の
石
の
沈
む
が
如
く
、
沈
み
臥
せ
」
と
、
如
此
詛
は
し
め
て
、
烟
の
上
に
置
き
き
。
是
を
以
て
、
其
の
兄
、
八
年
の
間
、
干
萎
え
病
み
枯
れ
た
り
。
故
、
其
の
兄
、
患
へ
泣
き
て
、
其
の
御
祖
に
請
せ
ば
、
即
ち
其
の
詛
戸
を
返
さ
し
め
き
。
是
に
、
其
の
身
、
本
の
如
く
し
て
、
安
く
平
ら
け
し
此
は
、
神
う
れ
づ
く
の
言
の
本
ぞ
。
当
該
説
話
に
は
、
他
の
神
話
や
説
話
と
の
類
似
要
素
が
多
く
あ
る
が
、
相
違
点
も
多
い
。
ま
ず
前
半
は
、
川
屋
で
の
神
婚
を
説
く
丹
塗
矢
型
伝
承
の
形
を
と
る
が
、
矢
は
神
武
記
や
山
城
国
風
土
記
逸
文
の
賀
茂
の
社
、
出
雲
国
風
土
記
嶋
根
の
郡
の
加
賀
の
神
埼
の
伝
承
と
異
な
り
、
神
が
変
じ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
神
婚
に
は
直
接
関
与
せ
ず
、
母
が
春
山
に
授
け
川
屋
に
立
て
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
機
能
す
る
。
次
に
「
八
十
神
」
の
語
が
大
穴
牟
遅
神
の
求
婚
譚
と
類
似
し
て
お
り
、
大
勢
の
競
争
者
の
中
か
ら
春
山
が
結
婚
の
相
手
に
選
ば
れ
る
点
や
、
御
祖
の
実
子
へ
の
援
助
と
婚
姻
の
成
立
の
要
素
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
当
該
説
話
で
は
母
の
加
護
を
う
け
る
春
山
と
、
母
に
懲
ら
し
め
ら
れ
る
秋
山
は
共
に
御
祖
の
実
子
で
あ
り
、
肉
体
的
な
苦
痛
は
登
場
者
の
成
長
に
関
ら
な
い
。
第
三
に
、
春
山
之
霞
壮
夫
と
伊
豆
志
袁
登
売
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子
は
神
婚
の
成
立
を
保
証
す
る
存
在
で
あ
る
が
、
天
皇
家
と
関
り
が
な
く
始
祖
伝
承
に
も
な
っ
て
い
な
い
。
第
四
に
、
海
宮
訪
問
説
話
に
お
け
る
海
幸
彦
と
山
幸
彦
の
兄
弟
対
立
の
要
素
、
兄
へ
の
呪
詛
、
弟
が
勝
利
す
る
と
い
う
要
素
は
類
似
し
て
い
る
が
、
物
語
に
重
要
な
働
き
を
な
す
竹
で
作
ら
れ
た
間
无
勝
間
の
小
船
は
弟
の
霊
力
更
新
に
、
八
目
の
荒
籠
は
兄
秋
山
之
下
氷
壮
夫
の
衰
弱
を
も
た
ら
し
、
正
反
対
の
役
割
を
な
す
。
第
五
に
、
春
と
秋
の
対
比
は
、
常
陸
国
風
土
記
筑
波
郡
の
歌
垣
の
伝
承
に
、
春
山
と
秋
山
の
対
比
は
万
葉
集
の
額
田
王
の
長
歌
「
春
山
の
万
花
の
艶
と
秋
山
の
千
葉
の
彩
と
を
競
は
し
め
た
ま
ひ
し
時
」
（
巻
一

十
六
）
の
表
現
に
見
ら
れ
る
が
、
当
該
説
話
で
は
春
山
と
秋
山
が
御
祖
に
よ
っ
て
統
括
さ
れ
る
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
当
該
説
話
は
多
く
の
説
話
の
類
型
を
含
み
な
が
ら
従
来
の
範
疇
を
越
え
た
新
し
い
説
話
に
な
っ
て
い
る
。
古
事
記
序
文
に
は
、
「
二
つ
の
気
の
正
し
き
に
乗
り
ま
し
、
五
つ
の
行
の
序
を
斉
へ
た
ま
ひ
き
。
」
と
あ
り
、
政
治
は
陰
陽
の
二
気
と
五
行
の
正
し
い
運
行
に
則
っ
て
行
わ
れ
る
と
理
想
的
な
秩
序
が
保
た
れ
る
、
と
考
え
ら
れ
た
。
す
で
に
城
﨑
陽
子
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
春
秋
の
対
比
」
は
古
事
記
の
季
節
感
か
ら
見
る
と
例
外
的
な
も
の
で
あ
り
、
当
該
説
話
は
「
暦
」
と
関
っ
た
四
時
の
思
想
が
示
さ
れ
た
「
統
治
の
神
話 ⑬
」
と
い
え
よ
う
。
下
巻
の
人
の
世
の
新
し
い
理
念
を
導
く
儒
教
思
想
を
体
現
す
る
仁
徳
天
皇
以
降
の
規
範
と
な
る
理
念
を
示
し
た
の
が
当
該
説
話
だ
と
思
わ
れ
る
。
春
秋
の
二
季
観
は
、
陰
陽
と
関
る
。
古
事
記
が
影
響
を
う
け
た
中
国
文
献
を
も
と
に
、
春
と
秋
の
考
え
方
を
提
示
し
つ
つ
、
当
該
説
話
の
意
義
を
考
察
し
た
い
。
―３―
一
兄
弟
と
御
祖
ま
ず
弟
と
兄
に
付
さ
れ
た
春
山
之
霞
と
秋
山
之
下
氷
の
意
を
お
さ
え
て
お
く
。
春
は
万
葉
集
に
、
「
冬
ご
も
り
春
さ
り
来
れ
ば
」
（
巻
一
十
六
、
十
一
八
二
四
、
十
三

三
二
二
一
）
と
あ
る
よ
う
に
冬
の
こ
も
り
を
経
、
「
春
は
は
り
つ
つ
（
春
者
張 ・
乍
）」
（
巻
九
一
七
〇
七
）、
「
春
の
日
に
張
れ
る
柳
を
（
春
日
張 ・
流
柳
乎
）
」
（
巻
十
九
四
一
四
二
）
の
よ
う
に
生
命
が
張
り
出
す
季
節
で
あ
っ
た ⑭
。
霞
は
万
葉
集
に
約
五
十
例
あ
り
、
春
の
景
物
と
し
て
詠
ま
れ
る
。『
倭
名
類
聚
抄
』
に
は
、「
霞
唐
曽
云
霞
赤
氣
雲
也
胡
加
反
和
名
加
須
美
」
と
あ
る
。
ま
た
『
文
選
』
蜀
都
賦
に
は
、
「
舒
丹
氣
而
為
霞
」
と
あ
り
、
文
選
註
に
は
、
「
河
圖
曰
崑
崙
山
有
五
色
木
赤
水
之
氣
上
蒸
為
霞
而
赫
然
也
」
と
記
さ
れ
、
西
王
母
が
い
る
神
域
崑
崙
山
を
隔
て
る
の
が
赤
水
で
あ
り
、
霞
は
赤
水
の
気
が
蒸
発
し
て
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
寺
田
恵
子
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
霞
は
赤
色
と
な
る ⑮
。
一
方
、
秋
は
食
物
を
飽
き
る
程
食
べ
る
飽 ・
き ・
が
語
原
と
思
わ
れ
る
。
下
氷
は
、
「
秋
山
の
し
た
ひ
が
下
に
鳴
く
鳥
の
」
（
巻
十
二
二
三
九
）
に
あ
る
よ
う
に
黄
葉
を
さ
す
。
霞
と
紅
葉
は
、
「
神
南
備
の
三
諸
の
山
は
春
さ
れ
ば
春
霞
立
ち
秋
行
け
ば
紅
に
ほ
ふ
」
（
巻
十
三
三
二
二
七
）、
「
山
背
の
久
邇
の
都
は
春
さ
れ
ば
花
咲
き
を
を
り
秋
さ
れ
ば
黄
葉
に
ほ
ひ
」
（
巻
十
七
三
九
〇
七
）
と
あ
る
よ
う
に
春
と
秋
の
景
の
代
表
で
あ
り
、
春
山
之
霞
と
秋
山
之
下
氷
は
共
に
赤
く
染
ま
っ
た
山
を
象
徴
す
る
。
常
陸
国
風
土
記
筑
波
郡
の
条
に
、
「
坂
よ
り
已
東
の
諸
国
の
男
も
女
も
、
春
の
花
の
開
く
時
、
秋
の
葉
の
黄
た
む
節
に
、
相
携
ひ
駢
り
、
飲
食
を
齎
賚
て
、
騎
よ
り
歩
よ
り
登
臨
り
、
遊
楽
し
み
栖
遅
ふ
。
」
と
あ
る
歌
垣
の
記
事
は
、
春
の
予
祝
と
秋
の
収
穫
の
習
俗
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
当
該
説
話
の
春
山
秋
山
も
神
を
迎
え
神
を
送
る
歌
垣
や
、
春
耕
秋
収
の
農
耕
の
習
俗
を
伝
承
の
根
底
に
も
つ
と
思
わ
れ
る
。
四
季
の
運
行
を
兄
弟
の
順
に
あ
て
は
め
る
と
、
春
が
兄
で
弟
が
秋
と
な
る
が
、
春
の
生
命
が
張
り
出
す
季
節
を
弟
に
、
兄
に
豊
饒
と
落
の
季
節
の
秋
を
あ
て
は
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
藤
衣
や
弓
矢
が
変
化
す
る
藤
の
花
は
、
「
水
に
由
縁
あ
る
植
物
で
あ
る
と
同
時
に
、
淵
に
も
通
じ
る ⑯
」
と
い
う
。
万
葉
集
で
は
「
春
へ
咲
く
藤
の
末
葉
」
（
巻
十
四
三
五
〇
四
）
の
よ
う
に
春
の
花
で
あ
る
が
、
「
藤
波
の
散
ら
ま
く
惜
し
み
霍
公
鳥
」
（
巻
十
一
九
四
四
）
の
よ
う
に
ほ
と
と
ぎ
す
と
取
合
せ
た
り
、
「
恋
し
け
ば
形
見
に
せ
む
と
わ
が
屋
戸
に
植
ゑ
し
藤
波
い
ま
咲
き
に
け
り
」
（
巻
八
一
四
七
一
）
は
夏
の
雑
歌
に
分
類
さ
れ
る
の
で
、
春
か
ら
夏
に
か
か
る
花
で
あ
る
。
秋
山
の
兄
は
、
「
身
の
高
を
量
り
て
甕
の
酒
を
醸
ま
む
。
亦
、
山
河
の
物
を
悉
く
備
へ
設
け
て
」
と
あ
る
よ
う
に
秋
の
稔
り
を
象
徴
す
る
が
、
御
祖
の
呪
詛
に
よ
っ
て
「
干
萎
え
病
み
枯
れ
た
り
。」
と
表
さ
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
春
山
は
、
霞
立
つ
春
か
ら
夏
、
秋
山
は
収
穫
か
ら
木
々
が
紅
葉
を
経
て
枯
れ
し
な
う
秋
か
ら
冬
の
山
の
姿
や
働
き
を
表
し
て
い
よ
う
。
万
葉
集
で
は
春
と
秋
が
長
歌
の
中
で
同
時
に
詠
ま
れ
る
際
、
○
山
神
の
奉
る
御
調
と
春
べ
は
花
か
ざ
し
持
ち
秋
立
て
ば
黄
葉
か
ざ
せ
り
（
巻
一
三
八
）
○
春
の
日
は
山
し
見
が
ほ
し
秋
の
夜
は
河
し
清
け
し
（
巻
三
三
二
四
）
○
春
べ
は
花
咲
き
を
を
り
秋
さ
れ
ば
霧
立
ち
渡
る
（
巻
六
九
二
三
）
○
春
さ
れ
ば
花
咲
き
を
を
り
秋
づ
け
ば
丹
の
穂
に
も
み
つ
（
巻
十
三
三
二
六
六
）
○
春
さ
れ
ば
孫
枝
萌
い
つ
つ
ほ
と
と
ぎ
す
…
…
秋
づ
け
ば
時
雨
の
雨
降
り
あ
し
ひ
き
の
山
の
木
末
は
紅
に
に
ほ
ひ
散
れ
ど
も
橘
の
成
れ
る
そ
の
実
は
直
照
り
に
い
や
見
が
欲
し
く
（
巻
十
八
四
一
一
一
）
の
よ
う
に
、
春
と
秋
の
季
節
の
美
点
や
特
徴
を
対
照
的
に
並
べ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
額
田
王
の
春
秋
判
歌
も
、
春
山
と
秋
山
の
美
点
と
惜
し
む
べ
き
点
を
あ
げ
て
進
行
さ
せ
、
最
後
に
手
に
と
っ
て
黄
葉
を
愛
で
る
こ
と
が
で
き
る
秋
に
軍
配
を
あ
げ
る
。
―４―
優
劣
を
競
う
と
い
う
よ
り
も
、
花
と
黄
葉
と
い
う
類
型
的
な
美
の
中
か
ら
秋
を
選
ぶ
趣
向
に
焦
点
が
置
か
れ
て
お
り
、
春
山
と
秋
山
の
対
立
と
い
う
形
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
当
該
説
話
は
古
事
記
的
な
発
想
に
よ
っ
て
構
想
さ
れ
て
お
り
、
説
話
の
春
と
秋
は
対
照
さ
れ
る
陰
陽
の
思
想
を
表
し
て
い
よ
う
。
兄
弟
の
母
は
名
も
記
さ
れ
な
い
が
、
「
其
の
母 ・
に
愁
へ
白
し
し
時
に
、

・
祖 ・
の
答
へ
て
曰
ひ
し
く
、」
の
よ
う
に
同
じ
文
脈
の
中
で
母
か
ら
御
祖
へ
と
呼
称
が
転
じ
て
い
る
。
ま
た
、「
我
が
御 ・
世 ・
の
事
は
、
能
く
こ
そ
神
を
習
は
め
。」
と
言
い
、
天
皇
の
治
政
を
さ
す
語
を
用
い
て
い
る ⑰
。
古
事
記
の
み
お
や
の
例
は
十
六
例
で
、
上
巻
に
六
例
あ
る
。
う
ち
三
例
は
神
産
巣
日
「
御
祖
命
」、「
御
祖
命
」
と
「
御
祖
」
が
一
例
ず
つ
、
土
の
「
御
祖
神
」
の
例
が
一
例
あ
る
。
中
巻
の
十
例
は
全
て
「
御
祖
」
と
表
記
さ
れ
る
。
伊
須
気
余
理
比
売
一
例
、
沙
本
毘
売
三
例
、
大
中
比
売
一
例
、
息
長
帯
日
売
二
例
、
城
の
高
額
比
売
一
例
、
当
該
条
二
例
、
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
母
と
御
祖
が
同
じ
説
話
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
沙
本
毘
売
伝
承
と
当
該
条
で
あ
る
。
沙
本
毘
売
伝
承
で
は
、
母
は
子
の
命
名
権
を
有
す
る
と
す
る
世
の
中
の
通
例
を
示
す
の
に
対
し
て
、
御
祖
は
力
士
か
ら
御
子
の
母
を
さ
す
場
合
に
用
い
ら
れ
る
。
当
該
条
で
は
母
は
春
山
之
霞
壮
夫
と
母
親
と
の
関
り
を
表
す
際
に
用
い
ら
れ
る
。
秋
山
之
下
氷
壮
夫
に
対
し
て
は
、
母
子
の
関
係
で
あ
っ
て
も
、
約
束
を
履
行
し
な
か
っ
た
こ
と
を
懲
ら
し
め
る
大
き
な
力
が
働
い
て
い
る
為
に
「
御
祖
」
と
記
さ
れ
る
。
中
巻
の
御
祖
の
例
は
、
す
べ
て
母
を
指
す
が
、
大
后
で
あ
っ
た
り
、
霊
能
の
保
持
者
で
あ
っ
た
り
、
偉
大
な
人
物
の
母
で
あ
っ
た
り
、
王
女
で
あ
っ
た
り
、
特
殊
な
存
在
で
あ
る
。
特
に
説
話
の
中
で
語
ら
れ
る
御
祖
は
、
そ
の
力
で
子
の
将
来
を
左
右
す
る
。
こ
の
母
は
春
山
の
為
に
「
一
宿
の
間
に
」
藤
衣
を
織
り
上
げ
た
。
こ
の
技
術
は
応
神
記
の
外
来
文
化
の
渡
来
と
結
び
く ⑱
と
す
る
阪
下
圭
八
氏
の
説
も
あ
る
が
、
布
地
の
目
の
あ
ら
い
粗
雑
な
衣
料
で
あ
っ
て
も
人
間
の
力
で
は
一
晩
で
織
り
上
げ
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
。
「
一
宿
の
間
に
」
は
、
妊
娠
や
異
常
成
長
を
遂
げ
る
際
に
用
い
ら
れ
、
神
が
活
動
す
る
短
い
時
間
の
う
ち
に
示
現
す
る
神
異
力
を
示
す
。
母
は
藤
蔓
を
用
い
て
弟
の
神
婚
を
成
就
さ
せ
る
力
の
持
ち
主
で
あ
る
。
ま
た
御
祖
は
秋
山
之
下
氷
壮
夫
の
行
為
を
非
難
し
て
、
「
我
が
御
世
の
事
は
、
能
く
こ
そ
神
を
習
は
め
。
又
、
う
つ
し
き
青
人
草
を
習
へ
か
、
其
の
物
を
償
は
ぬ
」
と
述
べ
て
い
る
。
神
に
対
す
る
「
現
し
き
青
人
草
」
は
、
黄
泉
国
訪
問
説
話
に
お
い
て
、
苦
し
み
の
中
に
生
き
る
人
間
や
、
死
を
宿
命
づ
け
ら
れ
た
人
間
を
植
物
に
喩
え
た
語
で
あ
る
。
御
祖
は
兄
弟
の
母
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
弟
に
春
の
力
を
発
現
さ
せ
て
豊
饒
を
予
祝
し
、
兄
に
約
束
の
履
行
を
迫
り
秋
の
稔
り
の
提
出
を
求
め
る
。
兄
が
上
下
の
衣
服
を
避
る
の
は
、
紅
葉
に
よ
っ
て
落
葉
す
る
喩
え
の
よ
う
で
も
あ
り
、
秋
山
の
魂
が
付
着
し
た
衣
を
さ
し
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
秋
山
が
春
山
に
服
従
す
る
こ
と
を
示
し
、
身
の
丈
の
酒
を
醸
す
こ
と
や
海
山
の
幸
も
秋
の
豊
饒
の
力
で
あ
り
、
そ
れ
を
提
出
す
る
こ
と
も
同
様
の
意
で
あ
る
。
御
祖
は
春
か
ら
夏
へ
、
秋
か
ら
冬
へ
と
四
季
の
運
行
を
統
括
し
、
神
婚
や
出
産
を
導
き
繁
栄
を
も
た
ら
す
存
在
で
あ
る
。
さ
ら
に
約
束
を
破
っ
た
兄
に
呪
い
を
か
け
、
兄
が
詫
び
た
後
は
呪
い
を
解
く
、
神
世
に
倣
っ
て
秩
序
を
維
持
す
る
存
在
で
あ
る
。
越
野
真
理
子
氏
は
御
祖
に
葦
原
中
国
の
地
母
神
的
な
性
格
を
み
る ⑲
。
説
話
の
末
尾
に
記
さ
れ
た
「
神
う
れ
づ
く
」
の
言
の
本
は
、
約
束
の
履
行
の
絶
対
性
を
語
る
。
こ
の
御
祖
が
求
め
る
御
世
の
あ
る
べ
き
姿
は
、
父
帝
応
神
の
遺
志
を
忠
実
に
守
り
、
宇
遅
能
和
紀
郎
子
を
即
位
さ
せ
て
約
束
を
履
行
し
よ
う
と
し
た
仁
徳
天
皇
の
即
位
に
至
る
姿
に
重
な
り
、
即
位
後
は
聖
帝
と
称
え
ら
れ
る
治
政
と
通
じ
る
と
思
わ
れ
る
。
二
漢
籍
に
お
け
る
春
秋
と
当
該
説
話
次
に
春
と
秋
が
対
照
的
に
配
さ
れ
る
漢
籍
の
用
例
を
拾
い
、
当
該
説
話
と
の
関
り
を
見
て
い
く
。『
荘
子
』
外
天
道
第
十
三
に
は
、
―５―
夫
天
地
卑
、
明
之
位
也
。
春
夏
先
、
秋
後
、
四
時
之
序
也
。
萬
物
化
作
、
萌
區
有
レ
、
盛
衰
之
、
變
化
之
流
也
。
と
あ
り
、
天
地
の
運
行
に
よ
る
四
季
の
順
序
を
説
く
。
『
荘
子
』
雑

庚
桑
楚
第
二
十
三
に
は
、
庚
桑
子
曰
、
弟
子
何
異
二
於
予
一 。
夫
春
氣
發
而
百
草
生
、
正
得
レ
秋
而
萬
寶
。
夫
春
與
レ
秋
豈
無
レ 得
而
然
哉
。
大
	已
行
矣
。
と
あ
り
、
春
は
陽
気
の
出
る
芽
吹
き
の
、
秋
は
万
物
が
実
を
結
ぶ
季
節
で
あ
り
、
春
と
秋
は
自
然
の
道
を
得
て
、
気
を
生
じ
大
道
が
行
わ
れ
る
と
す
る
。
『
荘
子
』
雑

譲
王
第
二
十
八
に
は
、
舜
以
二
天
下
一
讓
二
善
卷
一 。
善
卷
曰
、
余
立
二
於
宇
宙
之
中
一 、
日
衣
二
皮
毛
一 、
夏
日
衣
二


一 、
春
種
、
形
足
二 以
勞
動
一 、
秋
斂
、
身
足
二 以
休
一 。
と
あ
り
、
春
は
耕
し
て
種
を
ま
き
、
秋
は
収
穫
の
季
節
と
さ
れ
る
。
『
論
衡
』
偶
会
第
十
に
は
、
夫
物
以
レ 春
生
夏
長
、
秋
而
熟
老
、
自
枯
死
、
陰
氣

、
與
レ 之
會
。
と
あ
り
、
秋
に
な
る
と
穀
草
が
よ
く
熟
し
た
ま
た
ま
枯
死
す
る
の
は
、
陰
気
と
出
会
う
季
節
で
あ
る
か
ら
と
し
て
い
る
。
『
中
国
思
想
文
化
事
典
』
に
よ
る
と
、
一
年
の
季
節
の
め
ぐ
り
は
、
春
秋
時
代
前
期
ま
で
は
春
と
秋
の
二
季
観
が
主
流
を
占
め
、
陰
陽
観
が
形
成
さ
れ
、
天
が
司
る
時
節
の
あ
る
べ
き
推
移
に
応
じ
た
当
為
を
実
行
す
れ
ば
、
自
然
界
は
正
し
く
推
移
す
る
と
考
え
ら
れ
た
。
春
秋
時
代
に
は
、
春
夏
秋
冬
の
四
時
が
区
別
さ
れ
、
陰
陽
は
万
物
の
生
成
消
滅
を
司
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
季
節
の
推
移
を
司
る
陰
陽
が
四
時
の
上
位
概
念
へ
と
移
行
し
て
い
く ⑳
。
城
﨑
陽
子
氏
は
当
該
説
話
を
、
春
と
秋
の
四
時
の
運
行
を
司
る
天
皇
の
治
政
と
の
関
り
か
ら
中
巻
の
末
尾
に
置
い
た
と
し
、
日
本
書
紀
の
次
の
二
例
を
あ
げ
る
。
君
は
天
な
り
、
臣
は
地
な
り
。
天
は
覆
ひ
地
は
載
す
。
四
時
順
行
し
て
、
万
気
通
ふ
こ
と
得
。
（
推
古
天
皇
十
二
年
四
月
の
条
）
原
れ
ば
夫
れ
天
地
陰
陽
、
四
時
を
し
て
相
乱
れ
し
め
ず
。
惟
れ
ば
、
此
天
地
万
物
を
生
す
。
万
物
の
内
に
、
人
是
最
も
霊
な
り
。
最
も
霊
な
る
間
に
、
聖
人
主
た
り
。
是
を
以
ち
て
、
聖
主
の
天
皇
、
天
に
則
り
御
舛
し
て
、
人
の
所
獲
む
こ
と
を
思
ほ
す
こ
と
、
暫
も
胸
に
廃
て
ず
。
（
孝
徳
天
皇
大
化
二
年
八
月
の
条
）
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
天
地
陰
陽
は
四
つ
の
季
節
を
乱
れ
さ
せ
る
こ
と
は
な
く
、
天
皇
は
天
に
則
っ
て
天
下
を
統
治
す
る
と
あ
る
。
仁
徳
天
皇
の
治
政
は
こ
の
思
想
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。
仁
徳
記
は
春
の
国
見
か
ら
始
ま
り
、
民
の
窮
乏
を
知
っ
て
天
皇
が
三
年
の
課
税
を
免
除
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
そ
の
治
政
を
称
え
て
「
聖
帝
の
世
」
と
い
わ
れ
る
。
仁
徳
の
諡
号
に
は
儒
教
思
想
が
反
映
し
て
お
り
、
須
貝
美
香
氏
は
、
「
仁
徳
紀
」
四
年
春
二
、
三
月
条
か
ら
二
月
三
月
と
続
く
二
つ
の
記
事
は
お
よ
そ
『
礼
記
』
の
思
想
を
ふ
ま
え
て
お
り
、
特
に
漢
代
儒
教
思
想
の
中
で
把
え
て
い
く
と
、
『
月
令
』
の
礼
理
念
に
基
づ
い
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
大
脇
由
紀
子
氏
は
、
春
山
之
霞
壮
夫
は
春
の
徳
を
司
る
仁
徳
天
皇
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
し
、
漢
代
初
期
の
思
想
を
表
す
『
淮
南
子
』
巻
五
の
時
則
訓
を
例
に
あ
げ
る
。
朝
二 于
靑
陽
左
个
一 、
以
出
二 春
令
一 、
布
レ
施
レ 惠
、
行
二 慶
賞
一 、
省
二 徭
賦
一 。
こ
れ
に
よ
れ
ば
春
は
徳
を
広
め
恵
を
施
し
、
賦
役
を
省
く
季
節
で
あ
っ
た
。
ま
た
『
淮
南
子
』
巻
五
時
則
訓
の
季
春
の
月
の
箇
所
に
も
、
―６―
生
氣
方
、
陽
氣
發
泄
、
句
畢
出
、
萌
盡
、
不
レ
可
二
以
一 。
天
子
命
二
有
司
一 、
發
二
倉
一 、
助
二 貧
窮
一 、
振
二 乏
一 。
と
あ
る
。
同
様
の
記
事
は
『
礼
記
』
月
令
第
六
三
月
に
記
さ
れ
る
。
是
月
也
、
生
氣
方
、
陽
氣
發
泄
、
句
畢
出
、
萌
盡
、
不
レ
可
二
以
一 。
天
子
布
レ

行
レ 惠
、
命
二 有
司
一 、
發
二 倉
廩
一 賜
二 貧
窮
一 、
振
二 乏
一 、
開
二 府
庫
一 出
二
	帛
一 、

二 天
下
一 。
さ
ら
に
『
礼
記
』
の
郷
飲
酒
義
第
四
十
五
に
は
、
賓
必
南
、
東
方
春
。
春
之
爲
レ
言
蠢
也
、
二
萬
物
一

也
。
南
方
夏
、
夏
之
爲
レ
言
假
也
、
養
レ 之
長
レ 之
假
レ 之
仁
也
。
と
あ
る
。
春
は
物
が
生
ま
れ
て
蠢
め
く
季
節
で
あ
り
、
万
物
を
生
む
の
は
聖
の
徳
で
あ
る
。
夏
は
物
を
養
っ
て
假
大
に
す
る
時
期
で
あ
り
、
物
を
養
っ
て
大
き
く
す
る
の
は
仁
の
徳
で
あ
る
、
と
す
る
。
一
方
秋
は
収
穫
の
時
で
あ
り
、
万
物
の
落
と
刑
罰
の
季
節
で
あ
っ
た
。『
淮
南
子
』
巻
五
時
則
訓
に
は
、
孟
秋
之
月
。
用
二
始
行
一レ
戮
。
二
于
總
左
个
一 、
以
出
二
秋
令
一 。
求
二
不
孝
不
悌
、
戮
暴
傲
悍
一 而
罰
レ 之
、
以
助
二 損
氣
一 。
と
あ
る
。
同
じ
く
立
秋
の
日
に
も
、
以
征
二
不
義
一 、
詰
二
誅
暴
慢
一 、
順
二
彼
四
方
一 。
命
二
有
司
一 、
脩
二
法
制
一 、
繕
二
囹
圄
一 、
禁
レ
姦
塞
レ
邪
、
審
二 決
獄
一 、
二 詞
訟
一 。
と
あ
る
。
秋
は
不
義
の
者
ど
も
を
征
伐
さ
せ
、
暴
慢
を
罰
し
て
、
天
子
が
天
下
を
順
わ
せ
、
訴
訟
を
公
平
に
さ
せ
る
季
節
で
あ
っ
た
。
漢
籍
に
お
い
て
春
は
恵
み
を
施
し
、
秋
は
刑
罰
を
実
施
す
る
季
節
で
あ
り
、
二
つ
の
季
節
が
対
照
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
当
該
説
話
に
お
い
て
御
祖
は
、
春
山
の
力
の
発
動
を
助
け
、
秋
の
季
節
の
働
き
を
な
さ
な
い
秋
山
を
罰
す
る
、
春
か
ら
夏
、
秋
か
ら
冬
へ
の
四
時
の
正
し
い
運
行
を
司
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
る
。
春
山
か
ら
相
談
を
う
け
た
母
は
、
伊
豆
志
袁
登
売
と
の
婚
姻
が
成
就
す
る
よ
う
に
、
藤
蔓
を
用
い
て
は
か
ら
う
。
藤
蔓
で
作
ら
れ
た
衣
服
や
沓
、
弓
矢
は
、
春
山
が
身
に
つ
け
る
と
、
一
斉
に
藤
の
花
が
咲
く
。
こ
れ
は
あ
た
か
も
冬
の
間
枯
死
し
て
い
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
藤
が
開
花
す
る
春
の
力
を
表
す
か
の
よ
う
で
あ
る
。
中
村
啓
信
氏
は
「
藤
」
は
江
南
の
東
側
で
用
い
ら
れ
た
用
字
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
万
葉
集
で
は
藤
は
「
藤
波
」
と
し
て
十
六
例
あ
り
、
咲
き
垂
れ
る
様
を
表
す
。
こ
れ
が
山
藤
で
あ
れ
ば
そ
の
形
は
稲
穂
を
連
想
さ
せ
る
。
霞
が
赤
色
で
あ
る
な
ら
ば
、
太
陽
や
生
命
の
色
を
表
し
、
生
気
が
盛
ん
で
陽
気
が
発
散
し
、
若
芽
が
生
育
す
る
春
山
は
、
母
が
徳
を
広
め
恵
み
を
施
す
対
象
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
。
一
斉
に
花
開
い
た
衣
服
や
弓
矢
は
、
『
淮
南
子
』
巻
五
時
則
訓
に
、「
孟
春
之
月
。
…
…
盛
在
レ 木
。」、『
礼
記
』
月
令
第
六
に
、
「
某
曰
立
春
、

在
レ
木
。
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
五
行
で
は
春
は
木
に
あ
た
り
、
木
の
精
に
宿
っ
た
天
地
の
力
の
発
現
を
表
す
よ
う
で
あ
る
。
藤
の
花
が
咲
い
た
弓
矢
は
、
神
婚
に
関
る
が
、
弓
矢
は
男
性
神
の
象
徴
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
古
事
記
の
弓
矢
は
丹
塗
矢
伝
承
の
他
、
大
穴
牟
遅
神
の
根
之
堅
州
国
訪
問
に
お
い
て
、
葦
原
中
国
の
国
作
り
を
す
る
神
と
し
て
須
佐
之
男
大
神
に
承
認
さ
れ
た
証
と
し
て
授
け
ら
れ
た
生
大
刀
生
弓
矢
や
、
天
若
日
子
の
葦
原
中
国
派
遣
の
際
に
、
天
照
大
御
神
と
高
御
産
巣
日
神
か
ら
授
け
ら
れ
る
天
の
麻
古
弓
と
天
の
波
々
矢
が
あ
る
。
二
つ
の
例
で
は
、
弓
矢
は
支
配
や
統
治
の
象
徴
で
あ
り
、
異
界
の
力
を
も
つ
者
に
よ
っ
て
葦
原
中
国
が
統
括
さ
れ
る
際
に
、
絶
対
的
な
上
位
の
神
か
ら
遣
わ
さ
れ
る
特
徴
が
あ
る
。
神
婚
は
異
な
る
世
界
の
者
の
結
び
つ
き
で
あ
り
、
弓
矢
は
母
と
い
う
上
位
の
存
在
か
ら
子
に
渡
さ
れ
て
い
―７―
る
が
、
当
該
説
話
で
は
支
配
や
統
治
の
象
徴
の
よ
う
な
意
味
は
薄
い
よ
う
に
思
う
。
『
礼
記
』
月
令
第
六
の
二
月
の
条
に
は
、
是
月
也
、
玄
鳥
至
。
至
之
日
、
以
二
太
牢
一
祠
二
于
高
一 。
天
子
往
、
后
妃
帥
二
九
嬪
一
御
。
乃
禮
二 天
子
一レ 御
、
帶
以
二 弓
一 、
以
二 弓
矢
一 、
于
二 高
之
一 。
と
あ
り
、
天
子
は
天
帝
と
高
（
子
授
け
の
神
）
を
祭
り
、
天
子
に
侍
し
て
妊
娠
し
て
い
る
者
に
弓
袋
を
身
に
帯
び
さ
せ
、
弓
矢
を
持
た
せ
て
、
男
子
の
生
ま
れ
る
こ
と
を
祈
る
、
と
あ
る
。
弓
矢
を
授
け
る
こ
と
が
出
産
と
関
っ
て
い
る
。
礼
記
の
注
釈
『

	記
』
に
は
、
「
后

執
弓
挾
矢
于
髙
之
前
」
と
あ
り
、
后
妃
が
弓
矢
を
高
の
前
で
さ
し
挟
む
の
は
子
孫
を
け
る
儀
礼
の
よ
う
で
あ
る
。『
原
毛
詩
』
に
は
、「
弓
天
子
錫
有
功
諸
侯
也
曰
弓
兮
受
言
藏
之
」、『
三
	圖
』
に
は
「
弓
天
子
用
」
と
あ
り
、
弓
は
天
子
の
矢
で
あ
り
諸
侯
に
く
だ
さ
れ
た
と
あ
る
。
母
か
ら
春
山
に
授
け
ら
れ
た
弓
矢
は
、
婚
姻
と
出
誕
を
導
く
呪
具
で
あ
り
、
礼
記
に
よ
れ
ば
弓
矢
を
授
け
る
の
が
春
の
儀
礼
に
あ
た
る
ゆ
え
に
、
春
山
に
与
え
ら
れ
る
の
が
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
秋
は
稔
り
や
収
穫
の
時
期
で
あ
り
、
不
義
を
糺
し
て
刑
罰
を
実
行
し
、
法
令
の
公
正
を
知
ら
し
め
る
季
節
で
あ
っ
た
。
神
に
倣
っ
て
厳
然
と
秋
山
を
懲
ら
し
め
、
け
の
も
の
を
償
せ
る
御
祖
の
姿
は
、
淮
南
子
や
礼
記
に
説
か
れ
る
天
子
の
あ
り
方
に
似
通
う
。
秋
山
へ
の
呪
詛
に
表
れ
る
伊
豆
志
河
は
、
春
山
と
結
婚
し
た
袁
登
売
の
霊
威
の
源
で
あ
り
、
そ
の
河
島
の
一
節
竹
は
、
海
宮
訪
問
説
話
に
お
け
る
无
間
勝
間
の
小
船
の
よ
う
に
、
そ
こ
に
宿
っ
た
神
霊
の
死
と
再
生
を
左
右
す
る
忌
隠
り
の
呪
具
で
あ
ろ
う
。
一
節
竹
の
一
節
は
、
節
と
節
の
空
間
で
あ
ろ
う
。
木
花
之
佐
久
夜
毘
売
の
神
話
に
お
い
て
、
石
長
比
売
の
石
は
大
山
津
見
神
の
山
の
属
性
で
あ
り
、
「
恒
に
石
の
如
く
し
て
、
常
に
堅
に
動
か
ず
坐
さ
む
」
と
あ
る
よ
う
に
、
本
来
な
ら
生
命
の
永
遠
性
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
岩
石
は
霊
魂
が
出
入
り
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
、
秋
山
之
下
氷
壮
夫
の
生
命
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
八
目
の
荒
籠
の
よ
う
な
外
界
の
刺
激
を
ま
と
も
に
う
け
る
容
器
に
入
れ
ら
れ
、
竈
の
上
に
置
か
れ
て
呪
詛
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
木
花
之
佐
久
夜
毘
売
神
話
と
は
逆
に
、
春
山
之
霞
壮
夫
を
象
徴
す
る
藤
の
花
が
栄
え
、
秋
山
之
下
氷
壮
夫
を
象
徴
す
る
石
が
病
み
衰
え
る
運
命
を
荷
う
こ
と
に
な
る
。
「
昔
」
で
始
ま
る
説
話
に
接
続
す
る
形
で
今
に
続
く
規
範
を
示
し
つ
つ
、
神
話
に
は
語
ら
れ
な
か
っ
た
人
の
世
の
新
し
い
規
範
を
示
す
の
が
当
該
説
話
で
あ
る
。
八
年
も
の
呪
詛
は
、
異
郷
訪
問
の
期
間
が
三
年
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
と
て
も
長
い
。
天
若
日
子
が
葦
原
中
国
に
派
遣
さ
れ
る
が
復
奏
し
な
か
っ
た
り
、
神
武
天
皇
が
吉
備
の
高
島
宮
に
と
ど
ま
る
期
間
で
あ
る
。
『
淮
南
子
』
巻
五
時
則
訓
に
、
季
春
の
月
は
「
其
數
八
。」
と
あ
り
、
春
が
八
と
関
る
こ
と
も
、
御
祖
が
春
山
を
是
と
し
、
非
と
す
る
秋
山
を
懲
ら
し
め
る
期
間
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
御
祖
は
春
と
秋
を
司
る
者
と
し
て
描
か
れ
る
。
春
と
秋
は
『
淮
南
子
』
巻
五
時
則
訓
に
、
六
合
。
孟
春
與
二
孟
秋
一
爲
レ
合
、
仲
春
與
二
仲
秋
一
爲
レ
合
、
季
春
與
二
季
秋
一
爲
レ
合
。
…
…
孟
春
始
贏
、
孟
秋
始
縮
。
仲
春
始
出
、
仲
秋
始
。
季
春
大
出
、
季
秋
大
。
と
あ
る
よ
う
に
、
合
（
一
組
）
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
対
に
な
る
季
節
で
あ
っ
た
。
御
祖
が
秋
山
に
う
れ
ず
く
の
物
を
償
わ
せ
る
の
は
、『
礼
記
』
月
令
第
六
の
立
秋
の
日
に
、
專
任
二 有
功
一 、
以
征
二 不
義
一 、
詰
二
誅暴
慢
一 、
以
明
二 好
惡
一 、
順
二 彼
方
一 。
と
あ
り
、
暴
慢
を
罰
し
て
天
子
の
好
悪
が
公
正
で
あ
る
こ
と
を
天
下
に
示
す
の
が
秋
で
あ
り
、『
礼
記
』
郷
飲
酒
義
第
四
十
五
に
、
西
方
秋
、
秋
之
爲
レ 言
愁
也
、
愁
レ 之
以
レ 時
察
、
守
レ 義
也
。
と
あ
る
よ
う
に
、
秋
は
義
を
守
る
こ
と
に
厳
し
く
、
義
の
徳
を
発
揮
す
る
時
で
あ
っ
た
―８―
か
ら
で
あ
ろ
う
。『
管
子
』
で
は
、
陰
陽
は
季
節
の
気
候
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。『
管
子
』
巻
第
十
四
四
時
第
四
十
に
は
、
是
故
、
陰
陽
天
地
之
大
理
也
。
四
時
陰
陽
之
大
經
也
。
刑

四
時
之
合
也
。
刑

合
二 於
時
一 、
則
生
レ
、
詭
則
生
レ
。
と
あ
る
。
御
祖
は
春
山
と
秋
山
に
対
し
て
こ
の
思
想
に
通
じ
る
よ
う
な
処
治
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
御
祖
の
あ
り
方
は
、
仁
徳
天
皇
の
治
政
に
も
通
じ
て
い
る
。
三
仁
徳
記
に
お
け
る
四
時
仁
徳
記
の
構
成
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ａ
皇
妃
皇
子
女
の
記
載
ｂ
聖
帝
の
世
国
見
に
よ
る
三
年
の
課
役
免
除
ｃ
吉
備
の
黒
日
売
と
大
后
の
嫉
妬
伝
承
、
淡
道
島
の
国
見
歌
謡
、
吉
備
国
行
幸
と
大
御
羹
献
上
ｄ
八
田
若
郎
女
と
の
婚
姻
、
大
后
の
豊
楽
の
御
綱
柏
の
投
棄
と
出
奔
、
天
皇
の
行
幸
と
奴
理
能
美
の
家
で
の
三
種
の
虫
の
献
上
、
和
解
ｅ
八
田
若
郎
女
伝
承
、
八
田
の
一
本
菅
の
歌
謡
の
贈
答
ｆ
速
総
別
王
と
女
鳥
王
の
反
乱
伝
承
、
女
鳥
王
の
機
織
り
と
玉
鈕
、
大
后
の
豊
楽
に
お
け
る
山
部
大
楯
連
の
処
分
ｇ
雁
の
卵
の
祥
瑞
伝
承
ｈ
枯
野
の
船
の
伝
承
ｉ
天
皇
の
宝
算
、
崩
御
年
月
日
、
御
陵
の
記
載
仁
徳
記
は
春
の
国
見
か
ら
始
ま
る
。
ｂ
ｃ
は
国
見
と
そ
れ
に
関
る
巡
幸
、
大
御
食
の
献
上
、
聖
婚
が
描
か
れ
る
春
の
儀
礼
で
あ
る
。
ｄ
の
豊
楽
は
、
後
に
養
蚕
の
記
事
が
続
く
。
『
礼
記
』
月
令
第
六
に
は
、
三
月
に
養
蚕
の
準
備
が
始
め
ら
れ
て
「
后
妃
齊
戒
、
東
躬
桑
、
禁
二
女
一
	レ
觀
、
省
二


一
以
勸
二
蠶
事
一 。
」
と
あ
り
、
古
事
記
で
は
春
か
ら
夏
に
か
け
て
の
儀
式
が
物
語
の
背
景
に
配
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
礼
記
』
郷
飲
酒
義
第
四
十
五
の
、
是
以
天
子
之
立
也
、
左
レ
、
レ
仁
、
右
レ
義
、
抗
レ
藏
也
。
介
必
東
、
介
二
賓
主
一
也
。
主
人
必
居
二 東
方
一 。
東
方
春
、
春
之
爲
レ 言
蠢
也
、
二 萬
物
一
也
。
と
対
応
し
よ
う
。
仁
徳
記
の
治
政
の
前
半
は
大
后
の
嫉
妬
を
お
さ
め
て
豊
饒
を
予
祝
す
る
春
の
儀
礼
が
描
か
れ
る
。
大
宝
律
令
の
神
令
に
記
さ
れ
た
春
夏
秋
冬
の
年
中
行
事
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
仲
春
二
月
祈
年
祭
季
春
三
月
鎮
花
祭
孟
夏
四
月
神
衣
祭
大
忌
祭
三
枝
祭
風
神
祭
季
夏
六
月
月
次
祭
鎮
火
祭
道
饗
祭
孟
秋
七
月
大
忌
祭
風
神
祭
季
秋
九
月
神
衣
祭
神
嘗
祭
仲
冬
十
一
月
上
卯
相
嘗
祭
寅
日
鎮
魂
祭
下
卯
大
嘗
祭
（
新
嘗
祭
）
季
冬
十
二
月
月
次
祭
鎮
火
祭
道
祭
六
月
と
十
二
月
に
大
祓
こ
れ
に
よ
る
と
三
種
の
虫
の
伝
承
は
、
四
月
の
神
衣
祭
が
背
景
に
あ
ろ
う
。
一
方
仁
徳
記
の
後
半
は
、
ｅ
の
八
田
若
郎
女
伝
承
を
は
さ
ん
で
、
ｆ
の
反
乱
伝
承
が
記
さ
れ
る
。
ｅ
が
組
み
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
大
后
の
強
き
に
因
り
て
、
八
田
若
郎
女
を
治
め
賜
は
ず
。
故
、
仕
へ
奉
ら
じ
と
思
ふ
。
」
と
い
う
女
鳥
王
が
反
乱
に
至
る
経
緯
が
浮
か
び
上
が
る
。
天
皇
は
自
分
の
妃
と
定
め
た
女
鳥
王
が
、
「
高
行
く
や
速
総
別
の
―９―
御
襲
衣
料
」
（
第
六
七
番
）
と
歌
い
、
速
総
別
の
襲
衣
を
織
っ
て
い
る
様
子
に
二
人
の
結
婚
を
知
り
、
求
婚
を
拒
否
し
た
女
鳥
や
、
女
鳥
を
横
取
り
し
た
速
総
別
の
罪
を
糾
弾
す
る
こ
と
な
く
、「
故
、
天
皇
、
其
の
情
を
知
り
て
、
宮
に
還
り
入
り
き
。」
と
、
事
件
を
自
分
の
胸
一
つ
に
お
さ
め
る
恩
情
を
み
せ
る
。
し
か
し
女
鳥
が
、
「
雲
雀
は
天
に
翔
る
高
行
く
や
速
総
別
雀
取
ら
さ
ね
」
（
第
六
八
番
）
と
速
総
別
を
そ
そ
の
か
し
て
天
皇
を
殺
そ
う
と
企
て
る
と
、
「
天
皇
、
此
の
歌
を
聞
き
て
、
即
ち
軍
を
興
し
、
殺
さ
む
と
欲
ひ
き
。
」
と
、
二
人
の
刑
の
執
行
を
決
意
す
る
。
乱
の
鎮
圧
後
、
豊
楽
の
席
で
、
自
分
の
主
君
の
遺
骸
が
ま
だ
あ
た
た
か
い
う
ち
に
玉
鈕
を
ぎ
取
っ
て
妻
に
与
え
た
行
為
を
石
之
日
売
大
后
か
ら
咎
め
ら
れ
た
将
軍
山
部
大
楯
連
は
、
死
刑
に
処
せ
ら
れ
る
。
こ
の
伝
承
に
は
、「
是
に
、
女
鳥
王
、
機
に
坐
し
て
服
を
織
り
き
。」、「
此
の
時
の
後
に
、
将
に
豊
楽
を
為
む
と
す
る
時
に
、
」
と
あ
る
。
事
件
の
後
の
ｇ
に
雁
が
卵
を
生
む
祥
瑞
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
日
女
島
の
豊
楽
は
、
雁
が
渡
っ
て
来
る
冬
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
仁
徳
紀
の
四
十
年
二
月
の
条
に
は
、
雌
鳥
皇
女
が
所
持
し
て
い
た
の
は
「
足
玉
手
玉
」
と
あ
り
、
隼
別
と
雌
鳥
が
伊
勢
神
宮
を
目
指
し
て
逃
げ
た
こ
と
か
ら
、
尾
崎
暢
殃
氏
は
手
玉
足
玉
と
神
御
衣
祭
と
の
関
り
を
指
摘
す
る
。
神
令
を
見
る
と
九
月
に
神
衣
祭
が
記
さ
れ
て
お
り
、
十
一
月
に
相
嘗
祭
や
大
嘗
祭
が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
女
鳥
王
の
反
乱
伝
承
は
、
秋
か
ら
冬
の
季
節
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
仁
徳
天
皇
の
治
政
に
起
き
た
事
件
は
、
四
時
に
行
わ
れ
る
祭
式
を
骨
組
に
し
、
春
か
ら
冬
へ
と
い
う
季
節
の
め
ぐ
り
を
意
識
し
て
配
列
さ
れ
て
い
る
。
『
管
子
』
の
「
四
時
」
は
春
秋
の
思
想
を
示
し
て
い
る
。
『
管
子
』
巻
第
十
四
四
時
第
四
十
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
管
子
曰
、
令
有
レ
時
。
無
レ
時
則
必
三
順
天
之
二
以
來
一 。
五
漫
漫
、
六

、
孰
知
レ
之
哉
。
唯
人
知
二 四
時
一 。
不
レ 知
二 四
時
一 、
乃
失
二 國
之
基
一 。
不
レ 知
二 五
穀
之
故
一 、
國
家
乃
路
。
こ
れ
は
国
見
や
豊
饒
予
祝
儀
礼
を
行
い
、
皇
妃
の
心
を
和
ま
せ
、
石
之
日
売
の
嫉
妬
を
お
さ
め
て
和
解
す
る
天
皇
の
姿
に
通
じ
よ
う
。
ま
た
、
『
管
子
』
の
同
じ
箇
所
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
是
故
、
陰
陽
	天
地
之
大
理
也
。
四
時
	陰
陽
之
大
經
也
。
刑


	四
時
之
合
也
。
刑


合
二 於
時
一 、
則
生
レ
、
詭
則
生
レ
。
然
則
、
春
夏
秋
、
將
何
行
。
刑
罰
と
恩
賞
が
四
時
に
配
分
し
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
仁
徳
記
で
は
恩
賞
が
恩
恵
の
意
に
変
え
ら
れ
て
い
る
。『
淮
南
子
』
巻
五
時
則
訓
に
は
、
制
度
。
陰
陽
大
制
有
二
六
度
一 。
天
爲
レ
繩
、
地
爲
レ
準
、
春
爲
レ
規
、
夏
爲
レ
衡
、
秋
爲
レ
矩
、
冬
爲
レ 權
。
と
あ
る
。
陰
陽
の
大
制
の
六
つ
の
度
の
う
ち
、
春
は
規
（
ぶ
ん
ま
わ
し
）
に
、
秋
を
矩
（
も
の
さ
し
）
に
喩
え
て
い
る
。
規
は
、
「
廣
大
以
寛
、
感
動
有
レ
理
、
發
有
レ
紀
、
優
優

、
百
怨
不
レ
。
規
度
不
レ
失
、
生
氣
乃
理
。
」
と
あ
り
、
原
則
を
備
え
、
ゆ
っ
た
り
の
び
や
か
で
、
も
ろ
も
ろ
の
怨
み
が
お
こ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
。
一
方
矩
は
、
「
矩
之
爲
レ
度
也
、
肅
而
不
レ
悖
、
剛
而
不
レ
、
取
而
無
レ
怨
、
而
無
レ
、
威
厲
而
不
レ 懾
、
令
行
而
不
レ 廢
。
伐
得
、
仇
乃
克
。
矩
正
不
レ 失
、
百
誅
乃
。」
と
あ
り
、
矩
が
公
正
を
保
ち
続
け
る
な
ら
ば
、
誅
す
べ
き
も
ろ
も
ろ
の
者
は
み
な
服
従
す
る
と
い
う
。
石
之
日
売
大
后
が
豊
楽
の
席
で
、
「
其
の
王
等
、
礼
無
き
に
因
り
て
、
退
け
賜
ひ
つ
。
是
は
、
異
し
き
事
無
け
く
の
み
。」
と
発
し
た
言
葉
は
、
決
然
と
し
て
お
り
、
秩
序
を
保
つ
天
皇
の
姿
が
表
れ
て
い
る
。
仁
徳
天
皇
の
治
政
は
、
特
に
春
の
規
と
秋
の
矩
が
重
視
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。『
管
子
』
巻
第
十
四
四
時
第
四
十
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
―10―
生
二
天
地
一 、
出
二
賢
人
一 。
生
レ
、
生
レ
正
（
政
）
、
正
（
政
）
生
レ
事
。
是
以
、

王
治
二
天
下
一 、
窮
則
反
、
則
始
。
始
二
於
春
一 、
長
二
於
夏
一 。
刑
始
二
於
秋
一 、
流
二
於
冬
一 。
刑
不
レ 失
、
四
時
如
レ 一
。
刑
離
レ
、
時
乃
行
。
作
レ 事
不
レ 成
、
必
有
二 大
殃
一 。
聖
王
が
天
下
を
統
治
し
た
場
合
、
四
時
の
循
環
の
よ
う
に
終
極
に
至
れ
ば
も
と
に
立
ち
帰
る
。
陽
気
の
徳
は
春
に
始
ま
っ
て
、
夏
に
盛
大
と
な
り
、
陰
気
の
刑
は
秋
に
始
ま
っ
て
冬
へ
と
移
行
す
る
。
刑
と
徳
と
が
あ
る
べ
き
位
置
を
失
わ
な
け
れ
ば
、
四
時
は
一
体
と
な
っ
て
活
動
す
る
と
い
う
。
仁
徳
天
皇
が
聖
帝
と
し
て
、
規
衡
矩
権
の
四
つ
の
制
度
を
よ
く
な
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
や
地
か
ら
示
さ
れ
た
の
が
、
雁
の
卵
の
祥
瑞
で
あ
り
、
枯
野
の
琴
の
さ
や
か
な
る
響
き
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
お
わ
り
に
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
春
山
之
霞
壮
夫
と
秋
山
之
下
氷
壮
夫
の
物
語
は
、
上
巻
の
木
花
之
佐
久
夜
毘
売
神
話
や
海
幸
山
幸
神
話
を
下
敷
き
に
、
二
つ
の
相
反
す
る
力
が
相
剋
し
た
結
果
、
秩
序
が
も
た
ら
さ
れ
る
過
程
を
説
く
。
応
神
記
に
は
、
三
兄
弟
に
よ
る
「
山
海
の
政
、
食
国
の
政
、
天
津
日
継
」
と
い
う
三
界
の
分
治
が
記
さ
れ
る
。
大
山
守
命
の
謀
反
に
よ
っ
て
天
下
の
統
治
は
応
神
天
皇
の
希
望
通
り
に
宇
遅
能
和
紀
郎
子
に
も
た
ら
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
な
ぜ
大
雀
命
に
移
っ
て
い
っ
た
の
か
、
春
山
秋
山
の
説
話
は
下
巻
の
統
治
の
あ
り
方
を
示
し
、
応
神
か
ら
仁
徳
へ
の
新
し
い
秩
序
を
示
す
物
語
で
あ
っ
た
。
当
該
説
話
は
ま
た
、
春
山
と
秋
山
を
生
み
出
し
た
御
祖
が
、
神
の
御
世
を
規
範
と
し
て
、
春
の
恵
と
秋
の
刑
を
執
行
す
る
統
括
者
の
役
割
を
負
い
、
神
婚
説
話
の
範
疇
を
越
え
て
人
の
世
の
為
政
者
の
あ
り
方
を
説
く
物
語
に
な
っ
て
い
る
。
中
巻
の
神
武
記
の
丹
塗
矢
伝
承
が
、
初
代
天
皇
の
大
后
の
聖
性
を
説
き
、
神
と
人
の
世
の
物
語
の
流
れ
を
作
る
の
に
対
し
て
、
中
巻
の
終
わ
り
に
置
か
れ
た
当
該
説
話
は
、
丹
塗
矢
伝
承
を
取
り
込
み
な
が
ら
も
、
春
秋
の
統
括
者
で
あ
る
御
祖
か
ら
春
山
之
霞
壮
夫
に
弓
矢
が
授
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
生
命
の
誕
生
を
促
す
豊
饒
予
祝
型
の
話
に
変
形
し
て
い
る
。
御
祖
の
あ
り
方
は
、
四
時
を
統
括
し
、
天
下
を
治
め
る
仁
徳
天
皇
の
姿
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
仁
徳
天
皇
が
陰
陽
の
理
に
則
り
、
為
政
者
と
し
て
の
な
す
べ
き
行
為
を
規
と
矩
に
従
っ
て
行
う
こ
と
に
よ
り
、
再
び
四
時
が
循
環
し
て
い
く
と
い
う
、
人
の
世
の
時
間
の
流
れ
が
形
作
ら
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。
当
該
説
話
は
、
神
の
御
世
か
ら
続
く
規
範
を
示
し
な
が
ら
、
新
し
い
時
代
に
続
く
人
の
世
の
為
政
者
の
価
値
観
を
示
す
も
の
と
し
て
応
神
記
の
終
わ
り
に
置
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
注
①
吉
井
巖
「
古
事
記
の
作
品
的
性
格
（
三
）
	中
下
巻
の
構
造
	」
『
天
皇
の
系
譜
と
神
話
』
三
一
九
九
二
年
十
月
塙
書
房
②
神
田
秀
夫
「
天
之
日
矛
」『
国
語
国
文
』
二
九
巻
二
号
一
九
六
〇
年
二
月
③
神
野
志
隆
光
「『
天
下
』
の
歴
史
」『
古
事
記
の
世
界
観
』
一
九
八
六
年
六
月
吉
川
弘
文
館
④
「

神
」
は
荷
田
春
満
の
『
古
事
記
箚
記
』
で
は
「
伊
豆
志
之
八
前
大
神
」、
本
居
宣
長
の
『
古
事
記
傳
』
で
は
「
伊
豆
志
之
大
神
」
を
指
す
と
し
、
諸
注
釈
も
こ
の
見
解
に
よ
る
が
、
中
村
啓
信
氏
は
天
之
日
矛
と
と
る
（「
秋
山
之
下
氷
壯
夫
と
春
山
之
霞
壯
夫
説
話
の
構
成
」
『
國
學
院
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
』
三
一
二
〇
〇
〇
年
三
月
）
。
本
稿
は
古
事
記
箚
記
の
説
に
従
う
。
⑤
寺
田
恵
子
「
秋
山
之
下
氷
壮
夫
春
山
之
霞
壮
夫
の
物
語
」
『
神
田
秀
夫
先
生
喜
寿
記
念
古
事
記
日
本
書
紀
論
集
』
一
九
八
九
年
十
二
月
続
群
書
類
従
完
成
会
⑥
前
掲
書
⑤
⑦
長
野
一
雄
「
神
話
の
規
範
と
秋
山
之
下
氷
壮
夫
と
春
山
之
霞
壮
夫
」
『
古
事
記
説
話
の
表
現
と
構
想
の
研
究
』
一
九
九
八
年
五
月
お
う
ふ
う
⑧
飯
村
高
宏
「
兄
弟
相
剋
の
神
話
と
否
定
さ
れ
る
末子

	秋
山
之
下
氷
壮
士
と
春
山
之
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霞
壮
士
伝
承
を
め
ぐ
っ
て
」
『
二
松
学
舎
大
学
人
文
論
叢
』
第
五
七
輯
一
九
九
六
年
十
月
⑨
藤
澤
友
祥
「
秋
山
之
下
氷
壮
夫
と
春
山
之
霞
壮
夫
神
話
の
機
能
と
『
古
事
記
』
の
時
間
軸
」
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
（
第
三
分
冊
日
本
語
日
本
文
学
演
劇
映
像
学
美
術
史
学
日
本
語
日
本
文
化
）』
第
五
四
号
二
〇
〇
九
年
二
月
⑩
城
﨑
陽
子
「
春
山
之
霞
壮
夫
と
秋
山
之
下
氷
壮
夫
の
物
語
季
節
観
の
享
受
を
視
点
と
し
て
」『
國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
學
野
州
國
文
學
』
第
六
三
号
一
九
九
九
年
三
月
⑪
大
脇
由
紀
子
「
応
神
記
の
構
想
秋
山
之
下
氷
壮
夫
と
春
山
之
霞
壮
夫
」
『
古
事
記
説
話
形
成
の
研
究
』
二
〇
〇
四
年
一
月
お
う
ふ
う
⑫
前
川
晴
美
「『
秋
山
之
下
氷
壮
夫
と
春
山
之
霞
壮
夫
』
物
語
の
意
義
」『
古
事
記
年
報
』
第
四
七
号
二
〇
〇
五
年
一
月
⑬
前
掲
書
⑩
⑭
多
田
一
臣
「
一
年
と
い
う
時
間
」『
万
葉
歌
の
表
現
』
一
九
九
一
年
七
月
明
治
書
院
⑮
前
掲
書
⑤
⑯
三
苫
浩
輔
「
神
婚
譚
」『
王
朝
文
学
史
稿
』
第
八
号
一
九
八
〇
年
三
月
⑰
前
掲
書
⑫
古
事
記
の
「
御
祖
」
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
先
行
研
究
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
毛
利
正
守
氏
「
古
事
記
に
於
け
る
「
御
祖
」
と
「
祖
」
に
つ
い
て
」
『
芸
林
』
第
一
九
巻
第
一
号
、
一
九
六
八
年
二
月
。
尾
恵
美
氏
「
『
古
事
記
』
に
お
け
る
「
御
祖
」
の
語
義
」
『
古
事
記
年
報
』
四
一
号
、
一
九
九
九
年
一
月
。
瀬
間
亮
子
氏
「
『
古
事
記
』
の
母
御
祖
を
中
心
に
」
『
群
馬
県
立
女
子
大
学
国
文
学
研
究
』
第
二
二
号
、
二
〇
〇
二
年
三
月
。
岡
本
恵
理
氏
「
『
古
事
記
』
沙
本
毘
売
物
語
論
人
物
呼
称
に
着
目
し
て
」
『
北
海
道
大
学
国
語
国
文
研
究
』
第
一
二
七
号
、
二
〇
〇
四
年
七
月
、
な
ど
で
あ
る
。
当
該
説
話
に
関
し
て
岡
本
氏
は
、
「
こ
こ
の
例
外
的
な
「
我
御
世
」
の
直
前
か
ら
、
今
ま
で
「
其
母
」
と
呼
ん
で
き
た
人
物
を
「
御
祖
」
に
変
え
る
こ
と
で
、
そ
の
身
分
を
高
め
、
威
厳
を
出
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
」
と
し
、
御
祖
は
「
政
治
的
色
合
い
の
濃
い
統
治
者
の
よ
う
な
存
在
に
な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
さ
れ
る
。
⑱
阪
下
圭
八
「
天
之
日
矛
の
物
語
（
一
）
（
二
）
」
『
日
本
文
学
研
究
資
料
新
集
1
古
事
記
王
権
と
語
り
』
土
井
清
民
編
一
九
八
六
年
七
月
有
精
堂
⑲
越
野
真
理
子
「
秋
山
の
下
氷
壮
夫
と
春
山
の
霞
壮
夫
の
母
将
来
宝
の
獲
得
」
『
学
習
院
大
学
上
代
文
学
研
究
』
第
三
二
号
二
〇
〇
七
年
三
月
⑳
林
克
「
陰
陽
五
行
」
『
中
国
思
想
文
化
事
典
』
溝
口
雄
三
丸
山
松
幸
池
田
知
久
編
二
〇
〇
一
年
七
月
東
京
大
学
出
版
会

前
掲
書
⑩

須
貝
美
香
「
仁
徳
天
皇
聖
帝
伝
承
の
形
成
漢
代
儒
教
思
想
と
の
関
連
か
ら
」
『
上
代
文
学
』
第
六
九
号
一
九
九
二
年
十
一
月

前
掲
書
⑪

前
掲
書
⑤

中
村
啓
信
前
掲
書
④
	
越
野
真
理
子
「
『
古
事
記
』
の
「
弓
矢
」
説
話
と
「
反
矢
」 」
『
学
習
院
大
学
上
代
文
学
研
究
』
第
三
十
号
二
〇
〇
五
年
三
月

「
石
に
出
で
入
る
も
の
」『
折
口
信
夫
全
集
』
第
十
五
巻
一
九
六
七
年
一
月
中
央
公
論
社

尾
崎
暢
殃
「
雌
鳥
の
皇
女
」『
國
學
院
雜
誌
』
第
八
三
巻
第
十
号
一
九
八
二
年
十
月
※
『
荘
子
』
市
川
安
司
遠
藤
哲
夫
明
治
書
院
新
釈
漢
文
大
系
昭
和
四
一
年
※
『
論
衡
』
山
田
勝
美
明
治
書
院
新
釈
漢
文
大
系
昭
和
五
一
年
※
『
淮
南
子
』
楠
山
春
樹
明
治
書
院
新
釈
漢
文
大
系
昭
和
五
四
年
※
『
礼
記
』
竹
内
照
夫
三
樹
彰
田
中
忠
明
治
書
院
新
釈
漢
文
大
系
昭
和
四
六
年
※
『
管
子
』
遠
藤
哲
夫
明
治
書
院
新
釈
漢
文
大
系
平
成
元
年
※
『
禮
記
』
は
欽
定
四
庫
全
書
淵
鑑
類
函
巻
二
百
二
十
六
、
『
原
毛
詩
』
『
三
禮
圖
』
は
同
書
淵
鑑
類
函
巻
二
百
二
十
五
に
よ
る
。
※
古
事
記
日
本
書
紀
風
土
記
の
本
文
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
小
学
館
に
よ
る
。
※
万
葉
集
の
本
文
は
、
講
談
社
文
庫
に
よ
る
。（
か
ら
す
だ
に
と
も
こ
日
本
語
日
本
文
学
科
）
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